
脳卒中・臨床認定カリキュラム講座の開催のご案内 

 

【案内文】 

桜十字福岡病院は「認定理学療法士 臨床認定カリキュラム(分野：脳卒中)」の教育機関と

して認可を受けております。 

本年度の「脳卒中・認定理学療法士 臨床認定カリキュラ講座」の開催日程が決まりました

ので、ご案内申し上げます。 

脳卒中・認定理学療法士を目指される方は、本講座の受講が必須となります。 

 

※受講を検討されているみなさんへ 

桜十字福岡病院は、脳卒中の方が入院患者全体の約半数以上を占めており、脳卒中のリハビ

リテーションに携わる機会も多く、高い専門性を持ったスタッフが多数在籍しています。ま

た、脳卒中や装具療法分野の研究活動に積極的に取り組んでおり、当院で培ってきたノウハ

ウを活かし、脳卒中の認定理学療法士臨床認定カリキュラム教育機関として、受講者の皆様

の認定試験の合格ならびに高い専門性を有する認定理学療法へのステップを全面的にサポ

ートいたします。 

 

“桜十字福岡病院のカリキュラムの特徴” 

•脳卒中分野の高い専門性を持ったスタッフが多数在籍 

•より理解できるように症例を提示しながらの講義内容 

•最新の脳画像や装具療法の知見を踏まえた講義内容 

•低価格で認定試験の合格を全面的にサポート 

 

詳細はチラシをご参照ください。 

申込はチラシの QR コード読み込んでの登録となります。 

よろしくお願いいたします。 

 

認定カリキュラム事務局 

 

 

 

 

 

 

 



【開催概要】 

日程：2022 年 9 月 24 日(土)、25 日(日)、10 月 1 日（土）、2 日（日） 

時間：9:00‐17：30 

開催方法：Zoom によるオンライン開催 

定員：100 名 

対象：登録理学療法士の方 

※参加資格について 

 本カリキュラムは登録理学療法士取得者を対象としたものです。登録理学療法

士は理学療法士協会ホームページのマイページより確認できます。事前にご自身

が登録理学療法士であるか必ずご確認ください。 

講師：桜十字福岡病院 脳卒中認定理学療法士 

開講科目：脳卒中 全 20 コマ(必須科目 15 コマ+選択科目 5 コマ) 

※選択科目は、以下の 5 科目を開講いたします。 

      技術編１ 疾病・障害特異的理学療法の実際（脳画像評価の実際） 

   技術編３ 疾病・障害特異的理学療法の実際（歩行再建の実際） 

   技術編５ 疾病・障害特異的理学療法の実際（装具療法の実際） 

   技術編７ 疾病・障害特異的理学療法の実際（ロボット療法の実際） 

   技術編８ 疾病・障害特異的理学療法の実際（予後予測の実際） 

受講費：12,000 円 

    ※申し込み後、振込用口座をお知らせいたします(手数料はご負担ください) 

申し込み方法：LINE での友達登録後 

 

 

 

応募締め切り：2022 年 9 月 20 日 

その他： 

＊キャンセル、未受講に伴う返金はできません。何卒ご理解のうえ、お申し込みをお願いし

ます。 

＊受講確認については、講義中にキーワードを提示致しますので、講義終了後、回答フォー

ムへの回答をもって受講確認とさせていただきます。 

問い合わせ先： 

桜十字福岡病院 認定カリキュラム事務局 (担当：脇坂成重) 

Mail：f.reha@sakurajyuji.jp / Tel：092-791-1079 

 

 

 

mailto:f.reha@sakurajyuji.jp


タイムスケジュール： 

※講義の日程や順番については一部変更となる可能性がございます。ご了承ください。 

  

 

 

 

日時 時間
講義

番号 講義テーマ 講師

8:30‐ 受付開始

8：50－9:00 オリエンテーション

9:00－10：30 1 正常な構造・機能と疾病の基礎 久保田勝徳

10：40－12：10 2 医学的診断と治療介入 脇坂成重

12：40－14：10 3 理学療法介入の意義と理学療法士の役割 吉田大地

14：20－15：50 4 疾患によって生じる障害とその評価および予後予測 脇坂成重

16：00－17:30 5 脳卒中後の運動機能障害に対する理学療法 脇坂成重

9:00－10：30 6 脳卒中後の高次脳機能障害に対する理学療法 吉村雅史

10：40－12：10 7 脳卒中後の活動・参加制限に対する理学療法 田代耕一

12：40－14：10 8 早期離床と合併症予防のための急性期理学療法 清永彩夏

14：20－15：50 9 機能回復と日常生活活動自立に向けた回復期理学療法 久保田勝徳

16：00－17:30 10 在宅生活の充実と社会参加促進のための生活期理学療法 吉田大地

9:00－10：30 11 終末期における理学療法 川崎恭太郎

10：40－12：10 12 自立支援や疾病管理の補助具．機器とその活用 川崎恭太郎

12：40－14：10 13 発症予防、重症化予防、再発予防 川崎恭太郎

14：20－15：50 14 患者・家族教育の意義とその方法 田代耕一

16：00－17:30 15 社会資源の活用 吉田大地

9:00－10：30 1
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編１）
（脳画像評価の実際）

久保田勝徳

10：40－12：10 3
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編３）
（歩行再建の実際）

久保田勝徳

12：40－14：10 5
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編５）
（装具療法の実際）

田代耕一

14：20－15：50 7
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編７）
（ロボット療法の実際）

田代耕一

16：00－17:30 8
疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編8）
（予後予測の実際）

脇坂成重

4日目
2022年10月2日
（日）
選択科目

1日目
2022年9月24日
（土）
必須科目

2日目
2022年9月25日
（日）
必須科目

3日目
2022年10月1日
（土）
必須科目


